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スマートメタル / 鉄骨造　葺替え　　参考納まり図

軒先部 一般部 けらば部 平棟部

隅棟部 壁取合い部（桁方向） 壁取合い部（流れ方向） 谷部

片流れ棟部

垂木　-100×50×20×2.3以上

下葺材

スマートメタル

耐火野地用ビス30
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新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18
役物固定釘

のぼり木18×45　
下葺材

スマートメタル

Ｋ防水シーラー10×20

下葺材増張り（幅500）※
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のぼり木固定用ビス

Kけらば水切

新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18
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K防水シーラー15×15

スマートメタル

下葺材
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受桟18×45

笠木18×90

役物固定釘

下葺材※

受桟固定用ビス

笠木固定用ビス

K棟包

耐火野地用ビス30

新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18

※笠木にタフモックまたは防腐処理木材を使用する場合は不要

スマートメタル

下葺材

立上げ部　捨シーリング

役物固定釘

笠木18×90

受桟18×45

受桟固定用ビス

下葺材※

笠木固定用ビス

Ｋ棟包
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新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18

※笠木にタフモックまたは防腐処理木材を使用する場合は不要

スマートメタル

笠木18×90

Ｋ雨押えA

役物固定釘

耐火野地用ビス30
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Ｋ雨押えAベース材

片面防水テープ

既存下葺材

新規下葺材
※既存雨押えの下側に壁奥まで差込む

既存雨押え（切断）

シーリング

シーリング

バックアップ材（現地調達）

下葺材を雨押え上端から50mm以上

(目安250mm程度)立上げる

新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18

笠木固定用ビス

片面防水テープ

Ｋ雨押えA　

K雨押えA（ベース材）　

Ｋ防水シーラー10×20

笠木18×90　

バックアップ材（現地調達）　

役物固定釘　
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吊子

シーリング

シーリング
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耐火野地用ビス30

K捨板水切A

新規笠木18×90既存雨押え（切断）

既存下葺材

下葺材
※既存捨板水切の立上げ部まで差込む

スマートメタル

新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18
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笠木固定用ビス

ステンレス製ドリルビス（φ4×16）
(現地調達)

Ｋ谷見切り

下葺材捨張り（幅1000）

下葺材

スマートメタル

K谷板

吊子
全幅
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新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18

耐火野地用ビス30

下葺材スマートメタル

K防水シーラー15×15

受桟18×45

K棟包急勾配用

笠木18×90

笠木18×90

下葺材※

役物固定釘

受桟固定用ビス

笠木固定用ビス

耐火野地用ビス30
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笠木固定用ビス

新規硬質木片セメント板 t=18

既存硬質木片セメント板 t=18

※笠木にタフモックまたは防腐処理木材を使用する場合は不要

野地板キャップ（現地調達）

Ｋ軒先スターター

Ｋ軒先水切Ｂ

耐火野地用ビス30
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下葺材

スマートメタル
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新規硬質木片セメント板t=18

既存硬質木片セメント板t=18
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